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7 N 8適齢 の 雄性 ド ン リ ュ ウ ラ ッ トに 大腸亜 全摘， 回腸 ． 直腸吻合術 を施 し， 大腸大量切除後 の
回腸の 形態学的変化 お よび機能的代償作 用 に つ い て 検討 した ． ま た 術後 エ ン ド ト キ シ ン ， ネ オ マ イ シ
ン ， de o xyc o rtic o ste r o n eくD O Cナ を投与 し， こ れ ら が大腸切除後 の 回腸に お よ ぼす 影響 に つ い て検討 し
た ． 形態学的変化と し て は ， 回腸 絨毛 の 高さ ， 幅 ， － 絨毛 当りの 細胞数を光顕下 に 計測 した ． 機能的代
償 の 検討 に は水分吸収量 お よ び s odiu m and pota ssiu m－ a Ctiv ated ade n o sin etripho sphatas eくNa十 ，
K
＋





－A T Pase活性 は Fo rstn e rらの 方法 に 従 い 粗刷子緑分画の 分離 を した後 Po st らの 方法 に
従 い 測定 した ． そ の 結果 ， 大腸亜 全摘 ， 回腸 ． 直腸吻合後1 か月で 回腸絨毛 の 高さ ， 細胞数， 水分吸収
量お よび Na＋ ， K＋ －A T Pa s e清性 の す べ て の項目 に お い て正 常 ラ ッ トと比 較 して有意くpく0．051 の 増加
が 認 め ら れ た ． こ の 絨 毛 の 形 態学的変化 は 長期 に わ た り 継続 し て い た ． 水 分 吸収量 と Na十 ，
K
＋
－ A T Pa se活性と の 間に は有意くpく 0．0011の 相関が認 め られ ， Na＋ ， K＋－A T Pase活性が腸管 に お け る
水分お よび 電解質の 吸収 を よ く反映 し て い た ． 一 方術後 D O Cの 投与 に よ り体重 ， 回 腸絨毛 の 高さ ， 1




－A T Pa s e活性の す べ て に 有意くpく0．051の増加 を認 め ， 大腸
切 除後 の残存小腸の 代償 に ス テ ロ イ ド ホ ル モ ン が 重要な役割 を果 た し て い る こ と が示 唆さ れた ． ネ オ マ
イ シ ン につ い て 腹腔内投与 で は非投与群 と有意差 を認め な か っ た が ， 経 口 投与に て 形態学的に も機能的
に も残存小腸の代償 に た い して 有意 の抑制 を認 めた ． 一 方術後 の 腸内細菌叢を検討す る と ， Es cherichia
C Oli と Ente r o c o c c u sが 増加 し ， 嫌 気性菌 の 著明 な減少 を認 め た ． ネ オ マ イ シ ン を経 口 投与 す る と
Entero c o c cu s以 外 は検出さ れ な か っ た ． さ ら に エ ン ド トキ シ ン の 経 口 投与 に よ り ， 絨毛 の 高さ ， 1 絨毛
当り の 細胞数 ， 水分吸収量が著 しく増加 した ， ネ オ マ イ シ ン お よ び エ ン ド ト キ シ ン の 経口 投与 より得 ら
れ た結果か ら ， 腸 内細菌が残存腸管の代償 に 深 く関与 して い る 可能性が考 え られ た ．
Key w o rds m a ssiv e c ole cto my， ile opro ctosto my， ile al c o mpe nsatio n，
intestinal ba cterialflora， de oxyc ortic o ster o n e
ク ロ ー ン 病や ， 潰瘍性大腸炎 ， 大腸 ポ リポ ー ジス な カ リ ウム イ オ ン を排泄 しう る と 言わ れ て お り5I， こ れ
どは ， 比 較的 まれ な疾患で あ るが ， 大腸の 広範囲切除 だ けの 機能を持 つ 大 腸 を広範囲に 切 除す ると ， 切 除後
を余儀 な くさ れ る こ と が 少な く な い
1ト 4，
． し か し ， 成人 の 臓器 の 機能的脱落 に 伴い ， 下 痢 ， 低栄養， 電解質 バ
の大腸 は 1 日2．5Jの 水と4 03mEq の ナ ト リ ウ ム イ オ ラ ン ス の 崩れ な ど種 々の 術後障害が起 こ る ． これ らの
ン
， 462m Eq の ク ロ
ー ル イ オ ン を吸収 で き ， 4 5m Eq の 症 状 は経過と と も に 次第 に 回 復す るが ， そ の 回復 に は
A b br e viatio n s ニA N O V A， a n alysis of v aria n ce三 D N A， des o xyribo n u cleic acid妄 D O C，
de o xy－ C Ortic ostero ne a cetate芸 E－ C Oli， Escherichia c oli三 E D T A， ethylen edia min etetr a a c etic
acid三 HE， h良m ato xylin a nd e osin三 L． D． 5 。， m edian lethaldose三 Na
＋
，
K＋ － A T Pase， SOdiu m
a nd pota ssiu m a ctiv ated ade n o sin etriphosphatase三P E G， pOlyethylen eglyc ol
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非常に 長期間を要 し ， そ の 間患者 は様々 な愁訴 に 悩ま
さ れ る ． 大腸大量切除後 の 回復 に つ い て は ， 手術術式
の 工 夫お よ び術後管理 の改善 の 面か ら こ れ ま で 多く検
討さ れ て き た6 卜11I． 残 存腸管 に お ける ， 形態 学的 お よ






lの な どに 関 す る臨床 ある
い は実験報告が な さ れ て き た ． しか し， そ の報 告の 多
くが 現象面の追求に 留ま り ， 代償 が い か な る機序 に 基
づ くか に つ い て は未だ 十分に 解 明 さ れ て い な い ．
著者 は ， 大腸広範囲切除後 の 残存 回腸 の 形態学的変
化 お よ び機能的代償 を検索す る と と も に ， エ ン ド トキ
シ ン くe ndoto xinJ， ネ オ マ イ シ ンくn e o mycinlお よ び デ
オ キ シ コ ル チ コ ス テ ロ ン くde o xyc o rtic o ster o n eIが ，
ラ ッ トに お け る大腸大量切除後の 病態 に 及ぼ す 影 響に
つ い て 実験 を行 っ た ， こ の 結果 よ り術後の 腸内細菌叢
お よ び ス テ ロ イ ド ホ ル モ ン くSte r Oidhor mon elが 回 腸
に 及ぼ す 影響に つ い て検討 を加 え た ．
材料 お よ び方法
I ． 実験動物お よ ぴ モ デ ル 作 成法
7 へ 8適齢 ． 体重2 00旬 220g の 雄 性ド ン リ ュ ウ ラ ッ
トを用 い ， 実験モ デ ル 作成前後 と も ， オ リ エ ン タ ル 固
形飼料 お よ び 水 の 自由経 口 摂取 と し た ． エ ー テ ル
くdiethyl ethe rl 吸 入 麻酔下 に 腹部正 中切開 に て 開腹
し
，
ロ側 は回 腸末端部1 c m を 含め て ， 肛 門側 は直腸
の 腹膜翻転郡上 1．5c m を 残 し て大腸 を切除 し た く図
11． 切除後 5－0 の 吸収糸くbr aided polyglyc olic a cid
s utu r e c o ated with polo x am e r188， De x o n
魯1
ma vis＋ Ge ck， M a n ati， U S Aナ を用 い ， 回 腸 ． 直腸 吻
合を端 々 一 層 ， 結節縫合 に て行 っ た ． 吻合後 ， セ フ ォ
タ キ シ ム ナ トリ ウ ム くCZ X， Clafora n令1くHo e chst， W
Ger m a ny11 00m g を腹腔内に 投与 し， 開腹 した ．
1工． 実験群 の 設定
1 ． 大腸亜 全摘後 の 回腸 の 形態学的変化
各群18 匹 と し， そ れ ぞ れ 6匹 づ つ 術後 1 か月 ， 3か
月 ， 6 か月後 に 屠殺 し測定に 供 した ．
1群 無処置群 ．
2群 大腸 亜全摘群 ．
2 ． エ ン ド ト キシ ン ， ネ オ マ イ シ ン お よび D O Cの
投与 が大腸亜全摘後 の 回腸 に 及 ぼ す影響
各群 6匹 と す る ． な お ， 1 群 ， 2群 に つ い て は 前
項， 大腸亜 全摘後の 回腸 の 形態学的変化 で用 い た ラ ッ
トと 同 一 の ラ ッ トと した ．
1 群 無処置群 ．
2群 大腸 亜全摘群 ．
3群 大腸 亜全摘後 エ ン ド ト キ シ ン くendoto xinlを
脇
経 口投与 した 群 ．
エ ン ド トキ シ ン と して リボ ポリ サ ツ カ ラ イ ド 亡1ip－
opolys a c cha ride くEsche richia c oli， E c olilコくDifco，
Detroit， U S Al を 40m gノkg 連 日投与 した ．
4群 大腸全摘後 ネ オ マ イ シ ン くn e om ycin s ulfatel
く和光純薬 ， 大阪ン400m gノkg を連 日経 口 投与 した 瓢
5群 大腸 亜全摘後 ネ オ マ イ シ ン 60m gノkg を連日
腹腔内投与 し た群 ．
6 群 大腸 亜全摘後 デ オ キ シ コ ル チ コ ス テ ロ ン
くde oxyc ortic o ster one ac etate， D O CH和光純薬Iを連
日投与 し た群 ，
D O C は 1m g を オ リ ー ブ油 0．5ml に 溶 か して 皮下
注射 した ．
3 ． 腸 内細菌襲 の 変化
前項 ， エ ン ド トキ シ ン ， ネ オ マ イ シ ン お よ び D O C
の 投与が大腸 亜全摘後 の 回腸 に 及 ぼ す影響 の 1群， 2
群 ， 4群と 同様の 処置を施 した ラ ッ ト， 各群 3 匹に つ
い て 検索 した ．
Fig． 1． T he e xte nt of re s e cted c olo n ofthe rat．
A ． ile o c e c o－ C Olic aくOJ， A ． c olic a de xtr aくe，1
a nd A． c olic a m edia くel w ere ligated a nd
de vided． And the whole colo n w as r e m o v ed
with lc m of the ter minal ile u mくAl， 1e aving
the re ctu m to l．5 cm from the a n u sく別．
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皿 ． 測定項 目
1． 大腸亜全摘後 の 回腸 の形態学的変化
第2群に つ い て ， 術後 1 か月 ， 3 か月 ， 6 か月日 に
それ ぞれ 6 匹の 体重 を計測 した 後屠殺 し ， 吻合部 よ り
口側1c m 離れ た部位 で ， 1．5cm の長 さ の回 腸切片 を
採取した ■ 10％ホ ル マ リ ン液中 に 浸漬せ しめ 固定し た
後， へ マ ト キ シ リ ン ． エ オ ジ ン くham ato xylin a nd
e osin， H即 染色 を行 っ た ． マ イ ク ロ メ ー タ ー を 用 い て
絨毛の 高さ お よ び幅 を 1 匹 の ラ ッ トに つ い て10本の絨
毛を計測 しそ の 平均値 を算出 した ． 6 匹に つ い て そ れ
ぞれ の平均値 を求め さ ら に そ れ ら の 平均 士S． D． を 求
めた ． また 計測 した10本 の絨毛 に つ き ， 基部か ら 先端
部ま での 粘膜上皮細胞数 を計測 し ， そ の 平均値 を求め
た． 6 匹の ラ ッ ト の 求 め た 平均値 に つ い て 平 均 士
S．D， を算 出した ． 計測 す る絨毛の選択 に あた っ て は ，
絨毛が その 全長 に わ た っ て垂 直 に切れ た も の を 選ぶ よ
う留意 した ． 一 方 ， 同週齢 の 無処置 ラ ッ ト 6 匹に つ い
て
． 回腸末端部か ら 2c m 口側の 部位で ． 1．5c m の 長
さの回腸切片を採取 し同様 の計測を行い 比較 した ．
2 ． エ ン ド トキ シ ン
，
ネ オ マ イ シ ン お よ び D O Cの
投与が 大腸 亜全摘後 の 回腸 に及ぼ す 影響
1■与 6群 ， 各 6 匹に つ い て ， 術後 1 か 月日に 以下 の
項目に つ い て測定 し た ．
い 体重計測
2う水 の吸収量の 測定
岩崎 拘 ら の 方法 を参考に し て 1群で は回腸末端部 よ
り3c m ， 2 旬 6群 で は 吻合部 か ら 3c m 口 側 で ， 20
C m の長 さの 回 腸 を用 い て 水の 吸収量 を測定 し た ． 回
腸は血行 を保 っ た ま ま両端 を切離 し， 口 側よ り 漂流液
を25mlルr の 速度で 2時間濯流 した ． 湾流液 の 組成
は以下 の如 く で あ る ． 塩 化 ナ ト リ ウ ム くSOdiu m
Chlori de， NaC1118m M ， 塩化 カ リ ウ ム くpota s siu m
Chlo ride， K CIJ4．74 m M ， リ ン 酸 2 水素 カ リ ウ ム
くpota s siu m di－hidr ate pho sphate， K H2P OJ l ． 18
mM ， 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム くm agn e siu m sulfate ，
MgS OJl．18m M ， 塩化 カ ル シ ウ ムくcalciu m chlo ride，
CaClb O．25m M ， 炭酸 水素 ナ ト リ ウ ム くsodiu m
bic a rbo n ate， NaH C OJ 24 ． 9m M ， n O n abs o rbale
marke rと して ポ リ エ チ レ ン グ リ ー ル C arbow ax 4000
くpolyethyle n eglyc ol， P E GHUnio nCa rbide， Dnbu ry，
U S A15gハ を含 ん で い る ． 渉 等圧 は マ ン ニ ト ー ル
くm a n nitol で 30 0m Os m と し た ． 水 の 吸 収 量 は
Mala w e rの P EG 濃度 の 測定181に よ り算出 した ． す な
わち ， Erle n m eye r フ ラ ス コ く50ml 容量1 に 漂流液
1．Oml
， 水10ml， 20％塩化バ リ ウ ム tba ri um Chlo ride，
BaCla l．Oml， 0． 3N 水 酸化 ナ ト リ ウ ム くs odiu m
hydro xide， NaO印 2．Oml を 入れ槍拝 した ． 次 に 5％
硫酸亜鉛くzinc s ulfate，ZnS O．．7 H2012．Oml を加 え パ
ラ フ ィ ン フ イ ル ム で 蓋を した 後振逸 した ． 1 0分間静置
の 後 ， Whatm a nNo ． 42r．J濾紙 を2枚重 ね た も の に 上
滞お よ び沈漆 を注ぎ ， 濾過 し ， 150m m テ ス ト チ ュ ー
ブ に濾過液 1 ml を取 り12m gハ の アラ ビア ゴ ム く和光
純薬1 溶液3 ml を加 え た ． ア ラ ビア ゴ ム を加 え る の
は ， ア ラ ビア ゴ ム が 乳化剤 と して 比 較的長時間溶液の
安定化 を も た ら し ， 再現性の ある 測定 を可能 に さ せ る
た め で あ る ． こ れ に30％ト リ ク ロ ー ル 酢 酸 くtrichlo ト
ac etic a cid， C C13．C O O印 ， 5％塩化 バ リ ウ ム 混 合液
4 ml を逐次加 え直ち に 牧拝 した ． 90分後ダ ブ ル ビ ー
ム 分光光度計200－20型 く日 立 ， 東京1 を用 い て ， 波長 6
50n m ， ス リ ッ ト幅 2． 伽 m に て 吸光度を測定 した ．
31 絨毛 の高さ ， 幅， 1絨毛 当り の 細胞数の 計測
1 句 6群 ， 各 6 匹 と し， 1 匹 の ラ ッ ト に つ い て 10本
の 絨毛を大腸亜全摘後の回腸の 形態学的変化 の項 で述
べ た方法で計測 ， その 平均値 を算出した ．
4l s odiu m a nd pota ssiu m－ a Ctiv ated ade n o sin e
tripho sphata seくNa十， K＋ －A T Pa s el 活性の測定
水の 吸収実験 に 用 い た回腸切片 を用い ． Fo r stn e r19，
ら の 方法 に 準 じ粗刷子線分画の 分離 を し て後 ， Po st
ら の方法201に 従 い Na＋ ， K＋ ．A TPa seを測定し た ． す な
わ ち 20c m 長の 回腸を 4
b
Cの 冷生食水に て洗浄後 ， 粘
膜 を ス ライ ドグ ラ ス で撞 き取 り， 水酸化ナ ト リ ウ ム で
p王17．4に 調整 した10倍量の 5 m M エ チ レ ン ジア ミ ン
四酢酸くethyle n edia min etetr a a c etic a cid， E D T A
液で ホ モ ジネ ー 卜 した ． ホモ ジネ ー トに は テ フ ロ ン 乳
棒 と 30ml 容量の ガ ラ ス ホ モ ジナイ ザ ー を用 い
，
テ フ
ロ ン 乳棒 を1000rpm で 5 回上下さ せ て行 っ た ． 溶液 を
1 枚の ガ ー ゼ 上 に 注ぎ ， 濾 液 を高速冷却遠心器 1 8
P R－3くロ ー タ R P R 20． H 月 立lを用 い ， 450 Gに て10
分間遠心 した ． こ の 沈値 を5 倍量 の E D T A溶液中 に
懸濁 した 後， さ ら に 3 回同様 の 操作 に て 遠心 ， 懸濁 を
繰 り返 し洗浄 した ． これ に よ っ て得 られ た沈溶 を粗刷
子線分画と した ． 次 に 3本の ス ピ ッ ツ に それ ぞ れ 4 ．5
m M ア デノ シ ン ー5一 三 燐酸ニ ナ ト リ ウ ム くadeno sine－5－
tripho sphate， dis odiu m s alt， Na2A T Pl く和光純薬1，
7 ． 5m M 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム くm agn esiu m chlo ride，
M gC12I， 0．75m M エ チ レ ン ジ ア ミ ン 四 酢酸 ニ ナ ト リ
ウ ム くethyle n edia min etetr a a c etic a cid， dis odiu m
S alt， H2Na2 E D T AH同仁 ， 熊本1， 30m M イ ミダ ゾ ー
ル くimida z oleH 和光純薬I， 30m M グリ シ ル グリ シ ン
くglycylglycin el く和光純薬1 含有液1 ml を分注 し ， 粗
刷子 線分画 0．1ml を加 え た ． 1本目の ス ピ ッ ツ に は
1．5 M塩化 ナ ト リ ウム ， 0．3 M塩化 カリ ウム を 0．1 ml
，
370
蒸留水 0．3Tnl を加 えた ． 2本 目 に は2．5mM ウア パ イ
ン くo u abai再 くA ldrich C he mic al， M ilw a uke e， U S Al
を0．1ml
，
蒸留水0．3ml を加 え た ． 3本日 に は 蒸留水





キ ュ ベ ー ト した ． 1本日と 2本目の リ ン 濃度差 をも っ
て Na＋ ， K
＋
－ A T Pa s e活性 と し た ． リ ン 濃度差 の 測定
は高橋法2 り を用 い た ． ま ずイ ン キ エ ペ ー トし た も の に
16％ トリ ク ロ ー ル 酢酸溶液1．5ml を加 え除蛋 白 し た ．
次 に 2％の モ リ ブ デ ン 酸 ナ ト リ ウ ム くS Odiu m m olyb－
date， Na2M oOJl ml， 1．5 N H2S O41ml， イ ソ ブ タ ノ ー
ル くis obuta rlOIH 同仁1 4 ml をス ピ ッ ツ に 分注 し ， 除
蛋白液 1 ml を加 え10秒間振麗 した 後静置 した ． 30へ 4
0秒後イ ソ ブタ ノ ー ル 層を 2 ml 取 り0．5％ ア ス コ ル ビ
ン酸 くS Odiu m L－a S C O rbateン2ml， エ タ ノ ー ル 1 ml を
加え ， 混 和 して 37
0
Cに て30へ 40分 間放置後室温 に 冷却
した ． ダ ブ ル ビ ー ム 分光 光度計2 00－20型 く日 立I で 波
長610n m ， ス リ ッ ト幅2．On m で 吸 光度を 測定 した ． 結
果は 蛋白 1 m g 当 り の 無機燐値くPり に 換算 して 求め ら
れ た くFE g PiJ
l
m g pr oteinlminト 蛋白 量 は Lo w ry
法221に て 測定 した ． す なわ ち ， 0． 1N 水酸化 ナ ト リ ウ
ム
．
2 ％炭酸 ナ ト リ ウ ムくsodiu m ca rbo n ate ， Na2C O3ナ
溶液 ， 2％硫酸銅くc op perりIナs ulfate， CuS O4 ．5H20ン
溶液
，
お よ び 4 ％酒石 酸ナ トリ ウ ム カ リ ウム くs odiu m
pota s siu m ta rtr atel 溶液を ， 100二 1 こ 1 の割合 に 混
ぜ た ． こ れ を2 ml， 試料0．4ml に 添加 し ， 混 和後室温
に て10分間静置 ． 次に 酸度 1 N と したフ ェ ノ ー ル 試薬
0．2ml を 加え ， 室温 に30分放置後 ， ダ ブ ル ビ ー ム 分光
光度計200－20 型く日立う， 波長 750n m で 比 色 した ．
Tablel． Body w eight， m O rphologic and
gr O upS．
脇





4 群各 3 匹に つ い て ， 術 後10か 目 に 開腹
し
，
回 腸内の 内容物 を採取 ． 滅菌生食液に 10倍希釈系
列 を作 り定量培養 を行 い 腸内細菌叢 を調 べ た ．
IV
． 統計 学的検討
各測定値 は 平 均 士 標準偏差 くm e a n士S ．D ．J で 表示
し













OP 1 2 3 4 5 6
Tim eく m o nt hl afte r ope r atio n
Fig． 2． Cha nge s of body w eightin tw ogr o ups．
0 － 0 ， the gr o up r e c eiv ed n o tr e atm ent王
命－一命， the gr o up r e c eiv ed the ope r atio n of
S ubtotal c ole cto my with ile opr o cto sto my ．
Ea ch v alu e repre s e nts the m e an士S ．D． in six
r ats． ホ ， pく0．05ニ
ホホ
． pく0 ．01 c om pared with
the gro up re c eiv ed no treatm e nt by tw o－W ay
A N O V A fo1low ed by Scheffe
，
s m ultiple
C Om paris o n．
fun ctio n al studie s of rat ileu m in 6
M o rphologl C SL udie s






















Fu n ctio n al studie s
villu s cell Nn et w ate r N a
，
KしA rr Pa se
C O u n t abs o rpt10 n a C Livlty
くNo， Of
．
c ellsl くルl ノ くノノg Piノ
C m Of ile u mlhり mg pr otainlminl
4 5． 土 ま7料 こう9 0 十 8．什
榊
59．3 土6．2 69．0 十 7．LI
亡汀7 t 7． 85．O i 12．7
ホ
上氾3 十二5 6ギ 4 8．3 1 9．3
抽
59．8














G r o up l．re c eiv ed n o tr e atm e n Li 2．r e c eiv ed Lhe ope r atio n or s ubL otal c ole cto my a n亡I ile opro cto sto myこ
3． r e c eiv ed o r al ad ministr atio n s or 40 mgノkg or e ndoto xin after oper a Lio nこ 4． r e c eiv ed o r al administr atio rl S
of 40D mgl kg of n e o mycln arte r Ope ratio ni 5， r eCeiv ed inJe Ctio n s or 6Omglkg of
．
n e o mycln in tr ape rito n e a11y
afte r ope ratio nこ 6．r e ceiv ed inJe Ctio n s of l mg of D O Cs ubc uta n e o u sly afte r ope r atio n． A 1lo r al administr a－
tio n s a nd inJe Ctio n s w e r
－
g
－iv e n o n c edaily fo r． l m o nth． Ea ch g．r o up is c o mpo s ed of 6r ats． V alu e s a re
m e a n士 S． D ． ． ， P く 0．05， 叫 P く0．01 V S． Gr o up 2 by A N O V A fouo w edby Du n n ett
，
s m ultiple c ompa ris o n．
大 腸大量切除後の 回腸 の 代償に 関す る検討 371
372
散分析の 後 ． Scheff6 ま た は Du n n ett の多重比較 に
よ っ た ． 2 変量間の Pe a r son 横率相関係数 の 有意差
検定 に は t検定 を 用 い た ． p く0．05 を有意 と した ．
成 績
大腸亜全摘 ， 回腸 ■ 直腸吻合 を施 した ラ ッ トに お け
る ， い 大腸亜 全摘 に よ る体重 お よ び形態学的変化 ，
2フ エ ン ド トキ シ ン ， ネ オ マ イ シ ン お よ び D O C の投
与が大腸亜全摘後の 回腸 に 及 ぼ す 影響t 3う 大腸 亜全
摘 に よる 回 腸肉細菌華 の変化 に つ い て検 討 した ．
術後 1 か月 に お け る 1 へ 6群 の 体重 ， 回腸絨毛 の 高





－A T Pa se活性 を 一 括 し て表 1 に 示 した ．
工 ． 大腸 亜全摘よ る 体重 お よ び 形 態学的変化
1 ． 体重の 変化く図2ン
大腸亜全摘後 1か月 で 6 匹 の 体重 の平均 士 S． D． は
298 士25g と 無処置群の 432 士29g に 比 較 し て31％の体
重減少くpく0．01 を認 め た ． そ の後 も 3 か月 で 4 38 土
32g， 6 か月 で 647 士44g と 無処置群の 579士60g， 750
士54g に 比較 して それ ぞ れ24％くpく0．01I， 14％ くpく
0．05I 低値で あ っ た ．
2 ． 絨毛の 形態学的変化
光顕 に よ る組織学的検査所見で は ， 大腸亜 全摘後 1
か月 で く図 3．al 絨毛の 伸長化が無処置群く図3－Cいこ比
べ 著明 で ， 1絨毛当り の 上 皮細胞数 も増加 して い る の
が観察 さ れた ． また 陰寓くcry ptl の深 さ も増加 して い
た － 6 か月で も ぐ図 3－bト絨毛 の萎縮 は無く無処置群
く図3－dう に 比 べ 伸長化が著明で あ っ たが ， 絨毛幅 は著
明な増加 は認 めず ほ っ そ り して い た ． 一 方で は固有筋
層の肥厚も認 めた ． 絨毛 の高 さ ， 幅 ， 1絨 毛当り の細
胞数 は ， 1 匹 の ラッ トに つ い て10本の絨毛 の 平均を求
め ， こ れ を その ラ ッ ト の 値 と し ， 各群 6 匹 の平均 士
S． D ． で 示 した ． 絨毛の 高 さ に つ い て は 大腸亜 全摘後
1 か月で 343 士1紬 m ， 3 か月 で 395士19メイ m ， 6か月
で 390士31〆 m と無処置群の 2 61士1 7声 m ， 2 73 士28
月rn ， 288 土29〆 m ， に 比 較 し て い づ れ も 有 意くpく
0．01いこ増加 し てい た ． 幅は 大腸亜 全摘後の 1 か月 ，
3 か月 ， 6 か月で 107 士9メJ m ， 9 6 士1 1メイ m ， 98士 18
月 m で あ り ， 無処置群の 99士11メ m ， 103 士1 9ノJ m ，
102 士16月 m と の 間に 有意差 は認 め ら れ な か っ た く図
脇
41■ 1 絨毛当 りの細胞数は ， 大腸亜 全摘後 1 か月 で無
処置群の 45．5 士3．7に 対 し59．3士 6 －2 と30％ の 増加くp
























OP 1 2 3 4 5 6
Tim eくm o nthl afte r ope r atio n
Fig． 4． Cha nge s of villu sheight a nd width of
ile um in tw o gr o ups． 0 － 0， Villu sheight
Of ile u min the gr o up r e c eiv ed n otr e atm e nti
中一 一 争 ， V illu sheight of ile u min the gr o up
r e c eiv ed the operation of s ubtotal c ole cto my
With ile opr o ctosto my iム
ー A ， Vi11u s width of
ile u min the gro up re c eiv ed n o tre atm e ntニ
A －－A ， V illu s wi dth of ile u min the gr o up
r e c eiv ed the ope r atio n of s ubtotal c ole cto my
with ile opro cto sto my． Ea ch v alu e r epre s ents
the m e a n士S． D． in six rats．
ホ ホ
， pく 0 ． 0 1
COm par ed with the gro up re c eiv ed n o tr e at－
m e nt by tw o－W ay A N O V A follo w ed by
Scheffe
，
s m ultiple c o mpa ris o n．
Fig． 3． Light mic r ogr agh ofthe ile al villiofthe r at．
al， ile al villiof the rat r e c eiv ed subtotal c ole cto my with ile opr o cto sto my o n e m o uth afte r
Ope r atio n． bl， ile al villiof the rat r e c eiv ed s ubtotal c ole cto my with ile opr o cto sto my six
m o nths after ope r atio n． cJ，ile alvi11iofthe r at re c eiv ed n otre atm e nt a s s a m e age a sthe r at
Of al． dl，ile al vi 11iofthe rat r e c eiv ed n otre atm e nt a s s a m e age a sthe r at of bl．
T he in c re as e of ile al vi11us height a nd c ry pt depth is distin ctin al com pa red with dI． And
the hy pe rtr ophy of m u scle laye ris observ ed six mouths afte r ope r atio n． H Estain ， X50．
大腸大量切除後の 回腸 の 代償に 関す る検討
67．1士 7．5 と無処置群44．7士4．9， 47．6 士5． 2に 対 し有
意くpく0．01いこ増加 して い た く図5ト 絨毛 の 高 さ の推
移は細胞数 の 増加と同 じ傾向を示 し ， 両者の 間 に 正 の
相関が あ る こ とが 示 唆さ れ た ．
II． エ ン ド ト キシ ン ， ネ オ マ イ シ ン お よ ぴ DO Cの
投与 が大 腸亜 全摘後の 回腸 に 及 ぼ す影響
1 ． 体重 の 変化
3群く術後 エ ン ド ト キ シ ン投与群I， 4群 く術後 ネ オ
マ イ シ ン経 口投与群1， 5群く術後ネ オ マ イ シ ン腹腔内
投与群1 は各群 6 匹 の 体 重の 平均 士S． D． は そ れ ぞ れ
291 士37g， 303士 24g， 298 士35g と 2群く298 士25gl と
の間 に 有意羞 は認 め ら れ な か っ た が ， 6 群 く術 後
D O C投与群1で は 346 士26g で 2群 に 比 べ 16％と有意
くpく0．0引 の 増加 が認め られ た ．
2 ． 回腸 の形態学的変化く図6I
光顕的に は ， 術後 エ ン ド トキ シ ン 経 口投与 した 3群
く図6－bIお よび D O Cを投与 した 6群く図6－dIで は大
腸亜全摘 した 2群く図6． aI に 比較 し絨毛の伸長化が認
められ ， ネ オ マ イ シ ン 経 口投与 し た 4群く図6－Cl で は
抑制さ れ て い た ． 絨毛10本の 平均 を 1 匹 の ラ ッ トの 値
とし各群 6 匹 の平均 士S． D． を計算 す る と ， 2群く絨毛
の高さ ， 343 士1 3ノ上 m ニ 幅 ， 107 士 9ノノ m い細胞数 ，
59．3士6．2Iに 比 べ 3群で は高さ は361士18声 m と増加
を認 めた ． 細胞数 も67．7士7．7 と著明 に 増加 し た ． 幅
に は有意差 を認 め な か っ た ， ネ オ マ イ シ ン を経 口 投与
した 4群は 高さ 280 士23声 m くpく 0． 0 1フ ． 幅 88士 8
月 m くpく0．0軋 細胞数 49．3士5．6くpく0．0引 と 2群 に
比 べ 有意の差 を示 し た ． それ に対 して ネ オ マ イ シ ン を
腹腔内投与 した 5群 で は幅く89士10ノJ m ， pく0．0引 以
外は有意菱を認 め な か っ た ． 6群 で は 高さ ， 幅 ， 細胞
数は397 士31月 m ． 104士14ノノ m ， 71．8士6．4で あ り ， 2
群に 対 し高さ は16％くpく0． 01 ， 細 胞 数 は21％くpく
0．051 の 増加 を示 した ．
3 ． 回腸 の機能的変化





－A T Pa se活性 は術後 1 か 月 で 6 匹の 平
均士Sン ． D ． は 69．0士7．Opl c m of ile umlhr ， 8．38士
0．64FL g Pilm g pr oteinJ
I
min と 無処置群 の 39．0士8 ．O
JLl c m of ileu mJhr， 5．78士0．62JL g Pilm g pr oteinl
min に 比 べ そ れ ぞ れ77％， 45％と有意くpく0．01 に 増
加して い た ． す な わ ち 回 腸の 機能的代償 が認 め ら れ
た ． 3群 で は
，
水分 吸 収量 は 8 5． 0 士12．7月lノc m of





－A T Pa se活性 は 8．50士0．82JL g Piノm g
pr oteinlmin と有意善が認 め られ な か っ た ． ネ オ マ イ




－A T Pas e 活 性 共 に 4 8． 3士 9 ． 3jLllc m of
ile u mlhrくpく0．01l． 7．13士0．31JLg Pilm g pr oteinノ
min くpく0．051 と 2群 に 比 べ 有意 に 低下 し て い た ． 一
方腹腔内投与 し た 5群 で は ， 59．4 士10．1〆1ノc m of
ile u mlhr， 8■4 7士0．54JL gPilm g pr oteinImin と 2群
との 間に 有意差 は認 められ なか っ た ． 6群で は ， 水分





．A T Pa s e括性 は 1 0．6 3士 0 ．6 7JL g Pilmg
proteinlmin くpく0．01 と共 に 2群 に 比 べ て 有 意 に 高
か っ た ．
術後 1 ケ月 に 測定 した 1 旬 6群の36 匹に つ い て ． 得
られ た 水分吸収量くXJを横軸 に ， Na
＋
，
K＋－A T Pa s e活
性くYIを縦軸 に取 り相関図 を描い たく図 7ト 回帰直線
は Y くFEg PiJ
l
m g pr oteinlminlニ 0．063 XくJLl c m of
ile u mlhrl＋4．11， ピア ソ ン の 相関係数 r ニ 0 ．771 1で
あ り ， 有 意水準0．1％で 有意 な正 の 相関が認 め られ た ．
工軋 大腸亜 全摘 に よ る 回 腸内細菌叢の 変化 く図 8I
無処置群 に 回腸内の 細菌総数は平均1．2X l Oソg で
その 内嫌気性菌 は1，OXlOソg と83％を しめ て い た ． 好
気性薗で は ， La ctoba cilu sが 2．OxlOソg， Es che rich－






















OP 1 2 3 4 5 6
Tim eくm onthl after ope r atio n
Fig． 5． Cha nge s ofvi 11u s c ellc o u nt of ile u min
tw o gr o ups． 0
－ 0， the gr o up re c eiv ed n o
tr e atm enti 魯－－ゆ ， the gro up rec eived the
Ope r atio n of s ubtotal c ole cto my with ileopro－
CtO StO my． Ea ch v alu e r epr e se nts the m e a n士
S． D． in six rats． ＋ ホ ， pく0 ．01 v s． the gr o up
r e c eiv ed n o tre atm ent by tw o－ W ay A N O V A
follo w ed by Scheffe
，
s m ultiple c o mpa riso rl．
山Fig． 6
大腸大量 切 除後の 回腸 の 代償 に 関 す る検討
g， Enter o c o c c u s8．OX lOソg ， Pr ote u s v ulga ris4．OX
lOソg で あ っ た ． 大腸 亜 全摘後10 日 で は嫌気性薗 は
検出さ れ ずく10
4
以 下1， 細菌総数は 1．Ox lO9ノg で あ っ
た ． La ctoba cillu sは 8．8xlO
8lg で 最優勢菌 で あ っ た
が
，
無処 置群 と有意差は な か っ た ． E－ C Oli は 6．OxlO7
1g と著明 に 増加 し て い た ． そ の ほ か Ente r o c o c c u s
が6．OXlO
7ノg と著明 な増加を示 した ． 大腸亜 全摘後 に
ネオ マ イ シ ン を経 口 投与 した ラ ッ ト で は細 菌総数 は
1．OXlO
7
と抑制さ れ て お り
，
定量培養 に よ っ て 確認 で
きた の は Ente r o c o c c u sの み で ． 嫌気性薗そ の 他の 菌
種は検出され な か っ た ． しか し Entero c o c c u sは無処
置群 に 比 べ 著明に 増加 し て い た ．
考 察
大腸 広範囲切除を施行 した 場合 ， 臓 器の 機能的脱落
に伴 い ， 下 痢 ， 水分 お よ び電解質異常 ， 循環 血 黎量 の
変化 ， 消 化 吸 収障 害 な ど の 術 後障 害 が 惹起 さ れ
るl 脚
24I





































2亡I 40 60 80 10 0
W ate r abs o rptio nくj Jelc m of H e u mlhrl
Fig． 7 Co rr elatio n betw een net w ate r abs o rp－
tio n くXl a nd Na＋ ， K十 －A T Pa s e a ctivity くYJ
a n alyz ed o n e m o nth afte r operation ．
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が 欠如 した大腸機能を代償す る の に は長い 経緯 を必 要
とす る
9I2 脚
． 従 っ て 大腸大 量切除後の 残存小腸 の 速 や
か な代償 を企 図す る に は
， 残存小腸の 形態学的 ， 機能
的変化を把握 し ． 代償機序 を明 ら か に す る こ とが 必 要
で ある と 考 えた ． 大腸大量 切除後の 回復は小 腸 の 運動
能
，
吸 収能 と い っ た機能的代償お よ び吸 収面積 の 増大
と い っ た形 態学的 な代償 の 結果で あ る こ と は これ ま で
諸家 に よ り 報告さ れ て い る が り2113ト l 脚 珊 瑚 瑚





























Fig．8． Nu mbe r of o rga nis m s of ile al c o ntain s
in Gl， G 2， a nd G4 10 days after s ubtotal
C Olecto my with ile opr octo sto my ． Gl， re C eived
n o tr e atm e nt三 G2， re C eiv ed the ope r atio n of
Subtotal cole cto my withi le opr o cto sto my ニG4，
r e c eiv ed o r al administratio n s of400m glkg of
n e o mycin intr aperitone ally o n c edaily for one
m o uth．
堺， a n a e r Obic sこ に， Lactoba cillu sこ
鰯， Es che richia c oliニ 決， M Ic r o c o c cu s三
亡コ， Enter o c o c c u sこ 阻 ， Pr otetlS vu1ga ris．
Fig． 6． L ight micr ogr agh ofthe ile al villiofthe r at．
aJ， ile al villiof the r at r e c eiv ed subtotal c ole cto my with ile opr o cto sto my o n e m o uth afte r
Ope r ation． bl， ile al villi of the rat r e c eiv ed o r al administr atio n s of 40 m glkg of e ndoto xin
after ope ration ． cl， ile al vi 11iof the r at r e c eiv ed o r al ad ministr atio n s of 40O mglkg of
n e o mycin after ope r ation． dJ， ile al villiofthe r atr e c eiv ed inje ctio n s of l mg of lm g of D O C
S ubc uta n e ously afte r operation ．
T he in c re a se of the villu s height a nd n u mber of c e11c o u nt is re rnarkable in bl a nd dl
C O mpa r ed with al． On the othe rha nd， the s up pre ssion of the villu sheight a nd the number of
C ellc o u ntis re m a rkable in cl． H Estain ， X 5 0．
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序 に 関 して は未だ に 十分な解明が な さ れ て い な い － そ
こ で 著者は ， 大腸大量切除後 の 回腸 の形態学杓 ， 機能
的変化を検討 したの み な ら ず， 術後 の ホ ル モ ン 環境 お
よ び腸内細菌寮の変化 に 着目 し ， そ れ ら が 回腸 に 及 ぼ
す影響に つ い て 検討 し 仁 小腸 に お ける 代償機序 の 一 端
を解明せ ん と した ．
大腸大量切除後 の 残存腸管の形態学的変化に 関 して
は ， 以 前か ら 小 腸造影 に よ る 観察
り1 61
， 組 織 学的研
究 研 が数 多く な され て き た ． 入 山
I21
，
太田 珂 の 所見 と
同様 ， 本実験 に お い て も光顕像 に て大腸大量切除後の
筋層の肥厚が観察さ れ た ． ま た ． 無処置群の 回 腸絨毛
に 比較 し て大腸亜全摘後 1 か月で 絨毛 は有意 の 伸長化
が認め ら れ ， Wright
15，を は じめ と す る 多く の報告 桝
2，
と 一 致 した ． 術後の 小腸 の筋層肥厚， C ry pt の 増 深 は
形態的に 大腸化 を思わ せ る変化 で あ っ た が ， 一 方 で 絨
毛の 伸長化は大腸組織 に は認 め られ な い 変 化 で あ っ
た ． 大腸 大量切除後 の回腸 の ミ ク ロ ビリ くmic r o villi
に は大腸に 見 ら れ る よ う な 短縮像 は認 め な い と の 報
告測1 も あ り ， 大腸切除後の 小 腸 は形態学的 に は必ず し
も r大腸化Jを示 す もの で は な く ， 独自 に 代償化 へ の
道を進 む と考 える ． 絨毛 の 変化 は術後 6 か月で も 依然
伸長化 を示 し ， 従 っ て 絨毛 の伸長化 は手術 に よ る 一 過
性の 変 化で は な く長期に わ た り継続 す る ， 生体 の代償
の た め に 獲得 され た 変化で あ る と 考え た ． 本実験 で は
小腸絨毛の上 皮細胞数も術後増加 して お り ， そ の増加
率 は絨毛の伸長率 と 一 致 して い た ． こ の こ と は ， 小腸
絨毛の伸長化 が個々 の 上 皮細胞中肥大 に よ る に で は な
く ， 大腸切除に よ り惹起 され た 細胞増殖因子
泊1 に よ り
上皮細胞が増殖 した結果で あ る こ と を示 唆す る ．
本実験で 見 られ た大腸亜全摘後の 水分吸収量の増加
は ， 回腸 の機能的代償 の 表わ れ で あ る ． Wright も 同
様 の報告 均 を した が ， そ の 成績 は著者 の成績の お よ そ
4倍 の数値 とな っ て い た ． こ れ は 1つ に は潜流液の組
成お よ び浸透圧の違い が考 え ら れ る ． Wright の実 験
で は Na， 1 40m Eq， K， 140m Eq， 浸透圧 280m Os m
で あ り ， 本 実験 で は 血 費浸透圧 に ほ ぼ 等 し い 300
m Os m の濯流液 を使用 した ． また ， Wright が37
0
Cで
実験 した の に 対し著者 は室温 で 行 っ た こ と も 理 由と考
え られ る ． 岩崎ら17，は ， 著者 と 同じ実験方法 ， 同 じ組
成の 濯流液 を用 い て ， 正 常 ラ ッ トの 水分吸収量 に つ い
て ， 著者の 測定値 と ほ ぼ同 じ成績 を得た ．
腸管 に お け る Na
＋
，
K＋ － A T Pa s eは ， 上 皮細胞 ミ ク
ロ ビリ に 局在 して お り ， 腸管 の 水 ． 電解質輸送 に 大き
な役割を担 っ て い ると の 報告が あ る
1制
． 本 実験 で も
大腸亜全摘 1 か 月後の ラ ッ トと ， 同適齢 の 無処置 ラ ッ
ト に つ い て ， 水 分吸 収量と Na
＋
，
K十 ．A T Pa se活性 の
脇
間 に 極 めて 高い 正 の 相関 を認め た ． こ れ は ， 小腸上皮
に お い て Na＋ ， K
＋
－A T Pa s eが 水分吸収 に深く関与 し
て い る と の報告 を支持す る もの で あり 卯 句
罪I
， 同酵素活
性 の上昇 は腸管大量切除後の残存小腸 に お ける機能的
代償 を 反映 す る と考 え る ． さ ら に 大腸亜 全摘後の 水分




－ A T Pa s e洛性情 は ， 形態学的
変化 ， す な わ ち絨毛 の 高 さ ， 1絨毛当り の細胞数とよ
く 相関 した ． こ の こ と か ら ， 大腸亜 全摘後 の機能的代
償 は ， 小腸 にお ける 個々 の上 皮細胞 の機能的冗進 によ
る 影響以 上 に ， 形態学的 に 吸 収面積 が増加 した こ とが
大き く影響 して い ると 考 え られ た ． こ の よ う に生体は
大腸の 機能的脱落 に対 して そ れ を補 う 方向 に 代償的変
化 を もた ら し ， 小腸 の形態学的変化も ー 方で 労作性筋
層肥大 に よ る腸管壁運動 の低下印 刷 と し て ， 他 方で 絨
毛上皮細胞 の増殖 に よ る 吸収面積 の増加 と し て機能的
代償 に 深 く 関与 し て い る と考 え られ る ．
小腸 に お け る 水 ． 電解 質の吸収が副腎皮質 ホ ル モ ン




42Iら は 副腎摘出ラ ッ トに ミ ネ ラ ル コ ル チ
コ イ ド系の ス テ ロ イ ドホ ル モ ン で ある D O C を投与す
る こ と に よ っ て Na と Clの 吸収 を正 常 に 保 つ こ とが
で き る と述 べ た ． T ils o n
431 は正 常 ラ ッ ト に DO C を皮





－ A T Pa s e活性 す べ て の 増加 が認 めら れ
た と報告 した ． 本実験 に お い て も D O C の投与 によ り
同様 の結果 が得ら れ ， 大腸大量切除後 の 回腸の 形態学
的お よ び諸機能的代償 に ミ ネ ラ ル コ ル チ コ イ ドが 重要
な役割 を果た して い る こ と を 示 した ． す な わ ち ， 大腸
大量切除 に よる 生体内 の水分お よ び 電解質 の 欠乏 は
re nin － a ngiote n sin －aldo sterone 系 を 賦活 し
叫 咄
， 分泌
され た ミ ネ ラ ル コ ル チ コ イ ド系 の D O C， aldo ste ro－
n e が 腸管の形態学的， 機能的代償 に 関与 し て い る こ
と が 示 唆さ れ た ． こ れ ら ミ ネ ラ ル コ ル チ コ イ ドの腸管
へ の 作用 に 関 し て は 2 つ の 機序 が考 え られ る ． 1つ
は ， ミネ ラ ル コ ル チ コ イ ドが上 皮細胞個 々 の水分吸収
お よ び Na
＋
，
K＋ －A T Pa s e活性 を上 昇さ せ ， こ の 上 昇
が 細胞増殖の 発現を促 した と い う 考え 方で あ る ． も う
1つ は ， 細胞個々 の 機能的元進と無関係に ミネ ラル コ
ル チ コ イ ド に よ っ て 細胞増殖が も た らさ れ た と い う 考
え で あ る ． し か し大腸大量 切 除後 ， 0．45％の 食塩水を
経 口投与 す る こ と に よ っ て機能的代償 は抑制さ れ た に
も か か わ ら ず形態学的変化が発現 され た と い う 報告
制
を考慮す る と ， 小腸 上皮細胞 の 増殖 に は ミ ネ ラル コ ル
チ コ イ ドが細胞の 機能的元進 と無関係 に 直接作用 し て
い る と考 え られ た ．
ネ オ マ イ シ ン は経 口投与に よ っ て腸 管か ら吸収され
大腸大量切除後 の回 腸の代償 に 関す る検討 377
ず， 抗菌作用 と して は グ ラム 陽性菌 ， グ ラ ム 陰性薗 ，
抗酸菌 ， 放線菌 に 作用 す る
仰
． 本実験で 示 し た ネ オ マ
イ シ ン 経口投与 に よ る形態学杓お よ び機能的抑制効果
につ い て は ， ネ オ マ イ シ ン が 小腸 の上 皮細胞 の イ ノ シ
ト ー ル リ ン 脂質代謝回転 と細胞 D N A合成 を阻害
し
亜I
， 細胞増殖 が抑制 さ れ る との 報告 に よ っ て 説 明 で
きる とも考 え ら れ る ． し か し ， ネ オ マ イ シ ン の 腹腔内
投与で は小腸 の形態学的 ， 機能的抑制 が見 ら れ な か っ
た こ と ， ネ オ マ イ シ ン が 腸管壁か ら ほ と ん ど取 り込 ま
れな い こ と を考 え る と ， この よ う に ネ オ マ イ シ ン が上
皮細胞に 直接作用 した と い う 考え に は 疑問がある ． 一
方， 大腸切除後 の小 腸 の代償 に は腸内細菌の変化 が関
与して い る と の報告が あ る
側
． 本 実験 の 結果 ， す なわ
ちネ オ マ イ シ ン の 経 口 投 与 に よ り術 後 の 回 腸 内 に
Ente ro c o c c u s以 外 の 薗 が検出さ れ な か っ た こ と か ら ，
ネオ マ イ シ ン に よ り腸内細菌が抑制 さ れ ， そ れ に 伴 っ
て小腸の代償 が抑制 され たと い う機序 が考 えら れ た ．
さら に ， E－C Oli由来 の エ ン ド キ シ ン を 経 口 投与 した群
で は ， 絨毛 の 長 さ ， 細胞数で t検 定で 有意 くpく0．0引
と認めら れ る ほ どの 著明 な増加 を求め ， 水分吸収 量 で
は有意の 増加 が見 られ た ． こ の 事と 大腸亜全摘後 の 回
腸内で は E－C Oliの 著明な増加 を認 め た こ と を併 せ て
考え ると ， 腸 内細菌 に よ り作 り出さ れ た エ ン ド トキ シ
ンが大腸切除後 の小 腸 の 形態学的 ， 機 能的変化 に 深く
関与して い る も の と考 え られ た ．
以上 著者 は大腸亜 全摘後 の 回 腸 の 代償機序 に つ い
て， ス テ ロ イ ド ホ ル モ ン や腸内細菌の果た す 役割 を ，
D O C， ネ オ マ イ シ ン ， エ ン ド トキ シ ン を実験系 に 使用
し， 多角的な 面か ら解明 した ． そ の 結果 ， ス テ ロ イ ド
ホル モ ン お よ び腸内細菌 の 両者と も 大腸大量切除後 の
形態学的 ， 機能的代償 に 影響 を及ぼ して い る こ と を示
し， こ の 小腸 の 変化 に は単 一 の 因子 が 作用 して い る の
では ない と の 結論 を得 た ． 大腸大量切除後の 残存小腸
の代償 を促進 す る た め に は ， ミネ ラ ル コ ル チ コ イ ド系
の ス テ ロ イ ドホ ル モ ン の投与 は有効で あ り ， 一 方術後
の安定 した腸内細菌叢 の形成が 小 腸の 代償 に 重要で あ
り， こ れ を阻害す る抗生剤 の 投与 は考慮 しな けれ ば な
らな い と の 知見を得 た ．
結 論
ラ ッ ト に 用 い ， 大腸 大量切除後の 残存 回腸の 形態学
的変化の検索， な ら び に エ ン ド ト キ シ ン ， ネ オ マ イ シ
ンお よ び D O C が大腸切除後の 回腸 の 形態学的変化 と
機能的変化 に お よ ぼ す 影響に つ い て 実験 を行 い ， 以 下
の 結論 を得た ．
1 ． 大腸亜 全摘 ， 回 腸 ． 直腸吻合後 1 ケ月 で 体重 は
有意の 減少 を示 した くpく0．01． 正 常ラ ッ ト に 比 べ 回
腸絨毛 の 高さ ， 1絨毛当 り細胞数 ， 水分吸収量 ， Na十 ，
Kl－A T Pa seと も に 有意 に 増加 し たくpく0．011． こ の 絨
毛の形態学的変化 は長期に わ た っ て 継続 した ，
2 ． 大腸亜 全摘， 回腸 ． 直腸吻合後 1か 月 に お け る
水分 吸収 量 くX こ JL l c m of ile u mlhrJ と Na
＋
，
K十 －A TPa se活 性 くYこ JL g Pilm g pr oteinlminl と
は
， Y ニ 0．06 3X＋4．11の 直線 に 近似し ， 相関係数 r ニ
0．7711で 有意の 相関くpく0．01 が認 めら れ た ．
3 ． 大腸亜 全摘 ， 回腸 ． 直腸吻合後 DO C を投与 し
た群 で は ， 体重 ． 絨毛 の 高 さ ， 細胞 数， 水分吸収量，
Na十 ， K＋ 一A T Pa se活性と も に 術後 D O C非投与群 に 比
べ 有意 の増加 を示 し た．
4 ． 術後 ネ オ マ イ シ ン を経 口投与 した群 で は ， 絨毛




－A T Pa s e清性
と も に 術後 ネ オ マ イ シ ン非投与群 に比 較 して 有意 に 低
下 した ． 一 方腹腔内投与 した群 で は 非授与群 と 比 較 し
て 有意差 は認 め られ なか っ た ．
5 ． 術後 エ ン ド ト キ シ ン を 経 口 投与 した 群 で は ，
Na＋， K
＋
－A T Pa s e活性 は非投与群 に 比 べ 有 意差 が認
めら れ な か っ たが ， 絨毛の 高さ ， 細胞数 は著明 に 増加
し ， 水 分吸収量 の 有意な増加 を認め た ．
6 ． 術 後 の 回腸内細菌叢の変化 を見 る と ， E－C Oli，
Ente r o c o c c u sが著明 に 増加 し ， 嫌気性菌が著明 に 減
少 して い た ． ネ オ マ イ シ ン 経 口 投 与群 で は Ente r o c－
O C C u S以 外は検出され な か っ た ， こ れ よ り ， 腸内細菌
草の 変化 が残存腸管 の 代償 に 影響 を及 ぼ す こ と が わ
か っ た ．
7 ． ミ ネ ラ ル コ ル チ コ イ ド系の ス テ ロ イ ド ホ ル モ ン
お よ び 腸内細菌の 両者 と も大腸大量切除後 の 形 態学
的 ， 機 能的代償 に 影響 を及ぼ し て い る こ とが 示 され ，
こ の 小腸の 変化 に は単 一 因子 が作用 して い る の で はな
い と結論さ れ た ．
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Abstract
The pr esent s t udy w a spe rform ed to e xamin ethe m o rphologlCal changes and fu nction al
co mpens a tion of rem aining ileu m after m a ssive colect o my． The s ubtotal colectomy with
ileopro ct ostomy w a sperfor med in seven － O r eigh卜 W e k － 01d Da wley ra ts． T he effect of
endotoxin ， n eOm yCin and deoxycortic oste ron eくD O Cl administer ed after opera tion on ileum
w as also e x a mined ． M orphological cha nges wer e sttldied by m eas u ring the height， Width
and cell，c o unt of vi11iu nde r the micr osc ope． T he fu nctional c o mpe ns a tion w as e x a mined





－ A T Pasel activity． W a ter absorptive c apa city w as c alc ulated after
a n alyz lng the con c e ntra tio n of polyethyle ne glycol by the m ethods of Malaw e r， and Na
＋
，
K ＋ － A T Pase a ctiviy w as a nalyzed by the m ethods of Post after s epa ratio n of crude
br u sh －borderfra ction by Forstner
，
s m ethods． T he r esult w a sthat a1lof the vi11u sheight，




－ A T Pas e a ctivity one month after
opera tion incre a sed signiEic antly くpく0．01 c om par ed with thoseof c ontrol ra ts without
colec to my． Thesem o rphologl Cal changes of the ileu m c ontin u ed for along pe riod． And a
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－ A T Pa s e a ctivity r efle cted
the inc r ea se in wa te r and electr olyte abs o rption in the gut． On the o the r ha nd， the o r al
ad ministr atio n of D O Cpr o m oted a signific a ntin c r e a s e of body w eight， Villu sheight， Vi11u s




－ A T Pase a c tivity of the ile m － It w as
sug gested tba t the ster oid hor mone played a nim po rta nt pa rt in c om pe n sa ting the re s e cted
colonic fu n ctio n by the r e m aining s m all inte stin e afte r m assiv e c ole cto my － T he r e w er e n o
signific ant d iffe r e n c e sbetw e e nthe group with ab do minalinjection of n e o mycin a nd the o n e
witho ut injectio n， but o ral administra tion of ne om ycin inhibited the m o rphogic al a nd
func tional changes of ile u m． Incr e a s eof Escherichia c oli and Ente ro c occus and decre a s e of
anae r obic us w er e obse rv ed in the intestin al bacte rial flo ra， W hile no ba cte ria but
Ente r o c o c c u s w a sdete cted after o r al administr atio n of n e o mycl n． Fu rthe r mo r ethe o r al
ad ministration of e ndoto xin brought on an in c rea s e of villusheight， Villu s cellcou nt a nd
w ate r abs o rptl O n Capa Clty Of the ile u m． Tak ing ac c o u nt of the res ult brought by the
ad minis亡ra tio n of neo mycin and endot oxin ， it w as sug gested that the intes tin al bacte rial
flor a effected the com pe nsation of the r e mining gut．
